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八東川・多自然型川づくり／旧河道の復活

【主な諸元】

 ■構造

［護岸工］1243.5ｍ（うち多自然型護岸、700ｍ）

　　　　　空石積み工、杭柵工、柳枝工、編柴工

 ■河川

八東川：流域面積417.3k㎡

　　　　流路延長39.1㎞

所在地：鳥取県八頭郡若桜町　

事業者：鳥取県郡家土木事務所

管理者：鳥取県

竣工年：平成４(1992）年

確率年：1／50

計画高水流量：Q＝1,300㎥/ｓ

本川流量：944㎥/ｓ

派川流量：388㎥/ｓ

河床勾配

本川：1／79

派川：1／92

【デザイン的特徴】

八東川における多自然型川づくりのポイントは以下の事項である。

我が国おいて多自然型川づくりが導入されるようになった初期の段

階で、かなりレベルの高い川づくりの考え方を徹底させていた担当

技術者の熱意には学ぶべき点が多い。

 ■基本とする考え方

その１. 水の営みに任せ、経年変化により完成し、美しさを増す時

間軸の発想を持つこと

その２. 現行の河川改修が陥りやすい３つの過多症＝固めすぎ・金

のかけすぎ・目立ちすぎに注意すべきこと

 ■具体のデザイン方針

・コンクリートブロックは使用せず、石や木杭、柳などの自然素材

を活用。また石や柳は現地の材料を使用。

・護岸には空石積み工、杭柵工、柳枝工、編柴工を採用し自然な河

岸を再現。

・自然石の空積み工にはネコヤナギを挿し木。

・水の流れを考えながら昔あった淵を再現。

・ところどころに飛び石の置き石工を設置し、自然の瀬を再現。

・帯工にはVシェープを取り入れ、魚貝類の移動に配慮。

・元からあった樹木をなるべく残す。

・自然にまかせて、草刈りは行わない。

【沿革・経緯】

八東川は中国山地に源を発し、八

頭郡の４つの町を流下し、千代川に

合流する、1級河川千代川の最大支

川である。八東川の最上流に位置す

る若桜町は山間の静かな町である

が、深刻な過疎化が進み、その対策

の一つとして、町の中心部を流れる

八東川に隣接して「活力ある地域づ

くり」として近隣公園が計画され

た。

八東川の改修区間のうち当該公園

区間は、上下流に比べて著しく河積

が小さく、治水上のネックとなって

いた。しかし、本川の拡幅は、公園

計画に重大な支障をきたすため、当

時畑地となっていた旧河道に洪水を

分派させ治水機能の増大を計るもの

とし、公園計画との整合と調和の取

れた河川改修として、自然豊かな川

を復元、創造したものである。

河川局部改良事業として、昭和60

年度より検討に着手、派川部の多自

然型川づくりは平成３年度には本格

的な工事着手に入り、平成４年度に

完了、計画流量の通水となってい

る。

なお、中洲に整備される前述の近

隣公園は、スポーツを楽しむ運動公

園的要素の強いものであり、多自然

型川づくりとは利用目的が異なるも

のであるが、これらの空間および別

途県単独事業整備された河川公園

（ほたるの里・鯉の池）の３つの公

園が、局部改良事業で整備される堤

防管理道路および高水敷によって結

ばれることによって、一体的に機能

させることを意図した。

はっとう

み かも

■位置図(出典8-2)

【設計者】 

美甘　頼昭：鳥取県郡家土木事務所(当時)

関　　正和：建設省（当時）/アドバイザー

河川編

■流れを取り戻した八東川の旧河道(出典8-1)
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■全体計画平面図(出典8-3)

←八東川（本
川）

←旧
河道
（派
川）

0 40m20mN
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【護岸（水際部）のデザイン】

八東川においては、コンクリー

トを使用しないことを基本に、空

石積み工、杭柵工、柳枝工、編柴

工を流路の状況に応じて使い分け

ている。また右岸側の既存斜面部

においては、できるだけ護岸自体

を設けない方針に基づき、必要に

応じて現場の転石（φ500内外）

の寄石を行うだけとしている。

このようなデザインは、河川技

術者の現場での判断に拠るところ

が大きい。施工後数回の出水を経

験して後、今なお大きな損傷もな

く機能している護岸工をみると、

当時の河川技術者の判断の的確さ

が分かる。

【帯工のデザイン】

帯工上流側の低水路部分を計画河

床より掘り込むことにより淵を再

現することを意図している。

帯工自体は捨てコンクリートの上

に現場の転石を埋め込み、中央部

を少し下げたVシェープを取り入れ

ることで、全断面スロープとして

いる。施工後10年以上経過した現

在においても、帯工はもちろん、

淵もその機能を維持している。

■主要断面図(出典8-4)

■帯工の状況（遠景）(出典8-6) ■帯工の状況（近景）(出典8-7) ■帯工構造図(出典8-5)

■水際部の空石積工と柳枝工(出典8-9)

■水際部の空石積工と柳枝工(出典8-8)
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【水理実験】

八東川における河川デザイン

の特徴の一つは、水が流れず畑

地として利用していた旧川に分

派する計画としたことである。

河川の分派は河川技術的にもき

わめて難しい課題である。

八東川では、本川と派川の流

量配分について、模型実験を行

い、分派点である中州上流端部

の形状と構造を決定している。

さらに、渇水期における分派

状況についても模型実験を行

い、派部分の平常時の流量確保

についても検証を行っている。

その成果は、現在の八東川の

状況をみれば明らかである。

分派という河川技術的な課題

にも前向きに向かいながら実現

した当時の河川技術者の高い志

と熱意には大いに学ぶべき点が

ある。

■水理実験の様子(出典8-15) ■分派部の考え方（A-A断面図）(出典8-14)

■分派部の考え方（平面図）(出典8-13)

■復活前の旧河道(出典8-11)

■復活なった旧河道(出典8-12)

■分派部の状況(左上が上流側からの全景)(出典8-10)
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津和野川・景観整備／川とまちの関係の再構築

【主な諸元】

 ■構造

［護岸］右岸：自然石積護岸（Ｌ≒720ｍ）、深目地仕上げ、

上部緑化斜面付き

　　　　左岸：水辺テラス付緩勾配芝斜面（Ｌ≒120ｍ）

［パラペット］①石州瓦差込、天端笠石型パラペット

　　　　　　　②自然石積、天端野草植栽型パラペット

［広場］①津和野大橋下流橋詰広場（Ａ≒850㎡）、瓦タイル

　　　　　グリッド、自然石平板舗装、モミジ山

　　　　②河畔の桜の広場（Ａ≒350㎡）、自然石平板舗装、

　　　　　桜植栽、自然石車止め

　　　　③太鼓谷稲荷前ポケット広場（Ａ≒250㎡）、瓦タイル

　　　　　舗装、自然石平板舗装、縁台ベンチ、修景水路

［落差工］湾曲平面型二段落差工

　　　　上段/コンクリート平滑面仕上げ(ｈ＝1.0ｍ、1：15)

　　　　下段/自然石埋め込み仕上げ(ｈ＝1.3ｍ、1：25)
 ■河川

津和野川：流域面積139.1k㎡、流路延長37.3㎞

所在地：島根県鹿足郡津和野町 事業者：島根県津和野土木事務所

管理者：島根県 　　　　　　　　　竣工年：平成８(1996）年

【設計者】（土木学会デザイン賞作品選集2002より）

篠原　修：東京大学(当時)/総括アドバイザー

岡田一天：株式会社プランニングネットワーク

村木　繁：大建コンサルタント株式会社

竹長常雄：株式会社栗栖組

【デザイン的特徴】

津和野川景観整備におけるデザインのポイントは以下の事項である。特

に、川のデザインだけではなく、まちと川との関係のデザインを志向し、そ

の具体的な展開を河川事業として実施しているところに大きな特徴がある。

・まちと川との関係のデザイン：通常の河川区域内の概念にとらわれず、ま

ちの中への河川空間の引き込み、川沿いにおける憩いのスペースの創出を

河川事業として積極的に行っている。

・川のデザイン：表情豊かな石積みのデザインに加え、川原広場の落差工の

整備を流れのデザインとして実施。また、河床・水際のデザインについて

は、同じく流れのデザインの考え方に従い、川の作用により形作られるこ

とを促すデザインを行っている。

・川沿いの道のデザイン：川沿いの道の使われ方を考慮し、歩く楽しさを演

出するための歩行空間の一部としてのパラペットデザインと河岸植栽のデ

ザインを実施している。

・デザイン監理：質の高い空間整備を実現するために、設計作業完了後の施

工時において、現場でのデザイン監理を実施している。

【沿革・経緯】

津和野町の中心部を流れる津

和野川は、流下断面の不足から

度重なる洪水被害を町に与えて

きた。これに対応するため、島

根県では、沿川の街づくりと一

体となった河川整備を志向し、

1989年度のふるさとの川整備事

業認可を受け、その年の秋より

具体の水辺空間整備に着手して

いる。

津和野川景観整備は、このふ

るさとの川整備事業の一環とし

て、1991年より実施されている

河川景観デザインに関わる一連

の検討の成果である。

この検討では、当初の設計に

基づく試験的施工の結果に対し

て住民から満足いく評価が得ら

れなかったことを踏まえ、新た

に景観デザインの専門家を総括

アドバイザーとして迎え、その

指導の下に河川景観デザインの

専門家による検討を実施してい

る。その中では、事業当初の護

岸形状の見直しといった、通常

の設計作業では避けて通るよう

な性格の検討を前向きに行うと

ともに、沿川空間との一体化を

真剣に考えるなど、今までの河

川空間の整備事業とはひと味違

う取り組みを行っている。その

結果、今までやや希薄であった

川と町との関係が新たに生み出

され、津和野を訪れる観光客や

地元住民に大いに親しまれてい

る。

■位置図(出典9-2)

かのあし

河川編

■伝統行事の舞台となった水辺空間(出典9-1)
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■全体計画平面図(出典9-3)

A-A

C-C

A-A

(B-B断面)

(A-A断面)

■橋詰め広場部断面図(C-C)(出典9-4)

B-B

河川編

10m 5m 0

0 40m20m

N

0 10m5m

0 10m5m



0 5m 10mN

0 20m10mN

←
津
和
野
川

ケヤキ　樹高7.0m,枝張4.0m以上ケヤキ　樹高7.0m,枝張4.0m以上 ヒメシャラ　樹高2.5m,3本立(株)

1:15

斜路式落差工・下段
　(自然石埋込み)

 斜路式落差工・上段
(コンクリート仕上げ)

1:25

ケヤキ　樹高7.0m,枝張4.0m以上

ガクアジサイ
 樹高0.8m 3本立 6株ずつ寄植

コムラサキ寄植
 樹高0.5m 枝張0.3m 6本/㎡

モ
モ

モ
モ

モ
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【橋詰広場】

橋詰広場については、まちと川と

の関係のデザインとして重要なポイ

ントとなることから、観光客の屋外

の溜りスポットともなることを意図

してデザインを行っている。デザイ

ン的には、自然石平板舗装を基本

に、地域の景観を特徴付ける要素で

ある石州瓦を舗装材料として加工

し、これをグリッドパターンに組み

込みアクセントとしている。

広場の一角には町の意向により津

和野の鷺舞をテーマとした彫刻が置

かれることになったが、この台座に

腰掛機能を持たせることで、人々の

休息の場としている。

また、広場から水辺に至る階段は

ゆったりとした幅を持たせるととも

に、途中に広めの踊り場を確保し、

階段自体が風景を眺める場となるよ

うに配慮している。

【庭園広場】

庭園広場は、まちと川との関係の

デザインの重要ポイントとして、川

沿いの養老館（旧藩校）の庭園との

一体化を目指し、堤防法線を大きく

堤内側に引き込むことによって整備

したものであり、津和野大橋下流区

間における景観整備骨格を決めるデ

ザインとなっている。実現にあたっ

ては、河川管理者と町との間での調

整があったが、担当者がその労を厭

わなかったことがデザインの実現に

結びついている。

【落差工】

落差工については、2.3ｍの落差を

大きく２段に分割し、上段はコンク

リート打ち放し仕上げで滑り落ちる

落水、下段は自然石埋め込み仕上げ

で白く波立つ落水といった異なる２

つの表情の落水を生み出している。

平面形状は、落差工下流が左岸側に

広がる河道形状となることから、平

常時の落水を左岸側に導くことを意

図し、左岸側に扁心した凸型の懸垂

曲線の平面形状としている。右岸側

には、落水の表情を楽しむためのテ

ラスと魚道を、左岸側にはカニなど

の遡上に対応する干潟道を組み込ん

でいる。

河川編

■橋詰広場(出典9-5)

■橋詰広場平面図(出典9-7)

■落差工平面図(出典9-10)

■落差工(出典9-9)

■橋詰広場から水辺への階段(出典9-6)

■庭園広場(出典9-8)
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【パラペットのデザイン】

津和野川では河床掘削とともに堤防の嵩上げが必要となる改修計画とな

っている。嵩上げ方式については河岸道路との関係、河岸を歩く人にとっ

ての川との関係を考え、パラペット方式を採用している。パラペットのデ

ザインについては、歩行空間の一部として歩く楽しさを演出することから

デザインを行い、津和野大橋下流側の区間では、観光客の目に触れること

も多いことから端正なデザインの考えのもとに石州瓦を小羽立てで埋め込

んだデザイン、上流側の区間では地域の人たちの前庭として素朴なデザイ

ンとなる通常の石積みとして場の特性に応じた使い分けを行っている。

【護岸のデザイン(深目地仕上げ)】

護岸のデザインについては、津和野川の護岸として一部に残っている旧

い石積みの調査に基づき、山石を用いた空石積み護岸を志向した。しか

し、現行の基準では空石積みの施工が不可能なため、山石自然石の深目地

仕上げとしている。また、石の大きさについても、下の方の石を大きめに

することで見た目の安定感を高めている。

【護岸のデザイン(低水護岸部)】

低水護岸については、川原の利

用のあり方に応じたデザインが行

われている。水際の環境的なやり

とりを重視する区間では、護岸肩

高を徐々に下げていき下流端部を

河床に潜り込む形で終わらせる開

放型の低水護岸としている。

一方、このような川原はいつも

湿った状態になりやすく休息的な

利活用には適さないため、休息の

場においては、護岸施工高を若干

高くすることで冠水頻度を下げる

とともに、そのエリアだけを囲っ

た閉塞型の低水護岸としている。

【デザイン監理】

津和野川のデザインの特徴の一

つは、施行段階におけるデザイン

監理を実施していることである。

全体整備が複数年にわたり、段

階的な検討、施工が可能となった

こともデザイン監理が行いやすか

った理由のひとつとしてあげられ

るが、設計者の熱意と担当者の理

解が大きな理由である。

このような施行段階におけるデ

ザイン監理の実施が、質の高い空

間の実現に大きく寄与している。

【夏祭りの復活】

津和野川の景観整備が完了した後、地域住民からの声により、30年ぶ

りに夏祭りが復活している。夏祭りでは津和野大橋下流の庭園広場の水

辺のテラス護岸の先に仮設のステージが設けられ、庭園広場の緩い芝生

の斜面が格好の観覧席として利用されている。

■低水護岸部の状況(出典9-15)

■夏祭りの準備中の様子(出典9-16)■下流区間のパラペット(出典9-12) ■上流区間のパラペット(出典9-13) ■落差工の施工状況(出典9-14)

河川編

■護岸の深目地仕上げ(出典9-11)
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【沿革・経緯】

 渡利地区の水辺の風景は、緩やかな起伏を有する地形と地被植物、

点在するヤナギの高木が形づくる何気ないものである。これらは新

緑、草の伸長と刈り込み、出水、落葉、降雪といった一年毎に繰り

返される営みの中で、守り育てられてきたものであり、空間的変化

と季節や水位に応じて変化する水辺の姿に特徴がある。

 ■従前の状況

渡利地区は、福島市の中心部に位置する。対岸の隈畔地区は、福

島城跡という歴史性と現代的都市性の両面をあわせ持つ水辺空間で

あるのに対し、渡利地区は河岸にヤナギが自生し、高水敷上に自生

種のヨシや移入種のオオブタクサ等の高茎草本が生い茂る、利用が

困難な荒れた印象の河川敷であった。

阿武隈川・渡利地区水辺空間整備／見試し(川との対話に基づく形の修練)

■オオブタクサ等に覆われた整備前の状況

　　　　　　　　　　　　　　(出典10-2)

【主な諸元】

所在地：福島市渡利地区地先

管理者：国土交通省東北地方整

　　　　備局福島河川国道事務所

竣工年：平成12(2000)年度

　整備期間は平成７(1995)年度

　　～平成12(2000)年度

整備範囲

・渡利水辺の楽校区間

　(松齢橋～堀切川合流点

　　延長約750ｍ、面積約5.0ha)  

・その後上流へ区間を延長し約  

　2000ｍを整備
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対象写真（カラー）

位置図

【デザイン的特徴】

渡利地区では、自然的な河川

の空間構成をモデルに、アース

デザインを主体に水際から堤防

に至る河川空間を緩やかな起伏

を持つ空間として再構成されて

いる。自然の河川・水辺の姿

は、構造物のようにはっきりと

した形を有しているわけではな

い。土、木、石などのデザイン

が中心ならば、ある程度の自在

性を設計に取り入れることの方

が理にかなっているといえる。

　渡利地区では、施工以前に全

てを決定するのではなく、設計

段階では目標とする河川・水辺

の姿の大要を見極めて、その骨

格構造のみを決定し、施工時に

多くを決定するといった日本庭

園の布石に見られるようなデザ

インプロセスがとられている。

 ■設計条件とデザインコンセプト

河川管理者や地域住民、自然保護団体の考えや要望を踏まえる

と、対象地区の設計条件は、以下の３点とされた。

1.中小洪水対応の河積断面を確保するため、水際の地盤高を下げる

2.人々が利用できる空間を創出する

3.水際の自然性の回復・復元を図る

この条件のもと、「あたかも従前からそこにあったような、河原を

新たに創出すること」が設計コンセプトとして設定されている。

【設計者】(土木学会デザイン賞作品選集2004より)

 伊藤 登:(株)プランニングネットワーク 

  ・河川空間計画及び設計、現場デザイン指導、設計監理 

 阿部 幸雄:建設省福島工事事務所伏黒出張所長（当時）、施工管理 

 御代田 和弘:(株)プランニングネットワーク（当時）

　・河川空間設計・現場デザイン指導 

 渋谷 浩一:渋谷建設(株)､現場におけるアンジュレーションの調整 

 中川 博樹:建設省福島工事事務所伏黒出張所技術係長（当時）

　・現場におけるアンジュレーションの調整 

治水的に渡利地区をみると、

河道が比較的狭く、中小洪水で

堤防のり尻まで水位があがる状

況にあった。河川管理者である

国は、中小洪水対応の河積断面

を増やす為に河岸付近を掘削し

て、その土砂で堤防のり尻付近

に盛土し、あわせて堤防強化も

図りたいと考えていた。

あ ぶ く ま わ た り

わいはん

0 500m250m
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河川編

■位置図(出典10-3)

■対岸から見た渡利地区全景(出典10-1)



河川編

②移行帯を活用した盤の配置

前述の３つの盤高の空間の配

置を決定することによって、目

標とする河川・水辺の姿の概略

を定めると同時に、造成コンタ

ーなどの粗造成工事に必要な情

報を得る方法がとられている。

盤の配置は、河川における活

動空間を分節・接合する要素と

して設計者が提唱している「移

行帯」を用いる方法がとられて

いる。

具体には、「水際や盤面の縦

断的な出入りを定める移行帯」

「地表の材料や植生等の水際と

の比高や距離を表象する横断的

な移行帯」「丘や段差等の空間

相互を面的に関係づける移行

帯」を活用して行った。右図

は、これらの考えに基づく盤面

の配置を、模式的に示したもの
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【施工前の設計】

①概略的な高さ（盤高）の設定

河川の場合、通常高水敷や堤

防天端の計画盤高が定められて

いる。そのため従来の河川整備

では一様平坦な高水敷が形成さ

れがちであった。しかし、自然

の河川にはこのような一様な地

盤は存在しない。渡利地区の整

備の特徴のひとつは、河川敷地

のアースワークにある。その方

法は、水際や高水敷の利用、自

然の扱いを、目標とする全体像

をもとに設定し、当該河川の水

位記録等をもとに、それぞれの

最適な盤高を求め、水際から高

水敷を経て堤防に至る地形の形

を創出するというものである。

具体的には、対象区間の平均

水面標高57.4m、年最大流量時

の平均水面標高約60m、堤防天

端標高65mの関係を考慮し、ま

ず空間全体として人の利用の仕

方と対応した低・中・高の平坦

ではない３つの基本盤を概略的

に設定している。

低位盤は、平均水位に近い標

高58m前後の盤、中位盤は確率

的に年に１度は水が上がる標高

60m前後の盤、高位盤は年に

１度の確率では水が上がらない

【河川空間の全体像の設定】

河川空間の全体像の設定にあ

たっては、対象区間上下流の河

川敷地や周辺の都市景観等の状

況、設計条件を踏まえ、「適度

な起伏を有する自然的で利用可

能な水辺空間」を目標とする全

体像が設定された。

■移行帯による盤の配置(出典10-5)

■基本的な盤高設定(出典10-4)

■粗造成段階における中位盤と高位盤の関係

　　　　　　　　　　　　　　　(出典10-6)

■粗造成段階における低位盤の状況

　　　　　　　　　　　　　(出典10-7)

標高61.5m前後の盤である。低

位盤は、下図に示すように水際

線から10ｍ程度の範囲で人々の

親水活動に利用される礫主体の

寄洲的な空間とヨシの新たな生

育空間、中位盤は水際線から20

ｍ～30ｍ程度の範囲でピクニッ

クや野草つみ等の活動や親水活

動を眺める空間、高位盤は安全

に散策を楽しめる空間として設

定されている。

このうち、低位盤は、基本的

には維持管理を行わない空間で

あり、中高位盤は人々の利用に

合せて、現在住民主体で草刈り

等の維持管理が行われている空

間である。

である。

河川空間整備における通常の

設計は、施工前の設計において

全てを決定する方法であるが、

ここでは基本的な盤高とその空

間配置のみを決定している。

その理由は、地形や樹木お表

情が大切な設計であるからこ

そ、細部の決定はこの段階で決

定する必要は必ずしもない、言

い換えれば、決定しない方が良

く、しかも、目標とする河川空

間の姿を皆で共有し、第１段階

の施工（粗造成）を行う上では

必要十分な決定である、という

考え方によるものである。

0 20m10m



間として統合化され、空間相互

の融和的関係が生み出されてい

る。二つ目は、「ここの空間」

と「あそこの空間」という分割

された空間としての認識と、

「この辺りの空間」という認識

の両義性を空間に与え、空間相

互の融和的関係を生み出すとい

うデザインである。これは、微

妙なアンジュレーションによっ

て知覚される視覚的な稜線、樹

木配置、園路配置を現場で確認

しながら進めるという方法で具

現化されている。

040

【施工中の設計】

①隣合う空間の境界部の調整

渡利地区では、施工時にデザ

イン上重要な決定が行われてい

る。このことは、工事前測量や

既往の自然環境調査ではつかみ

きれない現場の状況に対応する

上で有効な方法となっている。

開放的で単調となりがちな河

川空間では、視覚的に空間を分

節・接合することで、空間に変

化と落ち着きを持たせることが

重要である。境界部のデザイン

は、全体の地形のアンジュレー

ションの中で如何に美しく見え

るかを考慮し、空間の身体感覚

としての居心地の良さを確認し

ながら形と寸法が決定されてい

る。このような決定は、施工時

における対応が適当であり、居

心地の良い空間形成を保証する

ことに寄与している。

具体の方法としては、以下の

２つの点に留意してデザイン決

定されている。一つ目は、高さ

の異なる盤によって区分される

空間の間に生ずるのり面形態を

漸次的に変化させることであ

る。これにより、区分された空

間が違和感なく、全体に緩やか

な勾配を有するひとつの斜面空

②既存樹木のデザイン的取り扱い

　樹木は、空間を分節・接合

し、空間の印象を高める要素と

してその姿・形がきわめて重要

となる。特に河川においては、

その場所ならではの風景づくり

を行うにあたっては、現地の既

存樹木を最大限活用することが

望ましい。渡利地区のヤナギの

木立は、すべて自然植生であ

り、施工の進捗にあわせて、適

宜その株分けと樹木の選別を行

い、移植・配植されたものであ

る。また、既存樹木の移植に際

しては、前述のように、園路上

のシークエンス景観を考慮して

移植・配植を決定することによ

り、空間構成要素としての樹木

の配置と、姿・形の良さの両立

が図られている。

■視覚的稜線の設計

■視覚的稜線による空間区分(出典10-9) ■視覚的稜線による不可視領域の形成

　　　　　　　　　　　　　(出典10-10)

■広い空間を引き締める樹木(10-17)

■活動の拠り所となる樹木(出典10-18)

■再整備後の水際線(出典10-15)

■視線を受けとめる樹木配置(出典10-16)

■移植後安定期に入った樹木(出典10-13)

■最下流端のワンド空間(出典10-14)

■高水敷上に樹木を移植(出典10-11)

■樹木の重なりによる遠近感(出典10-12)

河川編

■視覚的稜線による空間認識(出典10-8)



【施工後の対応(見試し)】 

見試しは、河川工事に際し、

流れの作用によって周囲に起こ

る洗掘や堆積等の状況を踏まえ

て、必要に応じて構造物の形や

配置を見直すという考え方によ

る河川整備の方法である。渡利

地区は公園ではなく、中小洪水

の影響を受ける通常の河川敷で

あるため、施工後の洪水等によ

り、土砂の堆積や洗掘により一

部が破壊された。そこで、見試

しの考え方により、河川が安定

し、かつ利用しやすい空間とな

るように、普段の河川維持工事

の中で、随時対応が適宜図られ

てきている。具体的には、樹木

周辺での側方洗掘対策としての

地盤高調整、経年的な観測にも

とづく地盤高調整などのアンジ

ュレーション処理、橋脚周辺の

洗掘箇所の埋め戻しなどであ

る。これらにより、利用しやす

い環境の維持を図るとともに、

出水時の円滑な水の流れを担保

するなど、当該地区ならではの

水辺を維持・育成する上で大き

な効果が得られている。
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整備後地盤高

■自然的な変化を生み出すための断面形の連続的な変化(出典10-19) ■見試しによる樹木周りの盤高調整と補強

　　　　　　　　　　　　　(出典10-22)

■中小洪水による側方洗掘(出典10-21)

■造成コンター図(出典10-20)

■模型による空間確認(出典10-23)

■見試しによる再整備(出典10-24)
　堆砂部分をスライスし、敷き均しを実施（平成16年3月）
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【主な諸元】

所在地：由利本荘市二十六本木      

　     　地区

竣工年：平成７（1995）年

管理者：国土交通省東北地方整備

　　　　局秋田河川国道事務所

水制工設置範囲:

子吉川左岸7.8km～8.0km

右岸7.4km～7.7kmの湾曲部

設置水制数：9基

　・計画ＨＷＬ　　TP+7.0m

　・年平均低水位　TP+0.5m

　・計画堤防高　　TP+8.0m

　・計画高水敷高　TP+3.0m

　・計画高水流量　2,300㎥/s

【沿革・経緯】

子吉川は、鳥海山（標高2,236m）を源として、大小支川を合わせ

本荘平野を流れ、日本海に注ぐ河川である。

河口から約8km上流にある二十六木地区までは汽水域であり、二十

六木地区ではスズキ、アシシロハゼ、ヌマガレイ、キビレミシマな

ど汽水域を好む魚が多く出現するほか、ウグイ、アユ、サケ等の多

くの魚種が生息する自然豊かな環境にあり、河岸にも豊かな河畔林

が生育している。また、子吉川右岸の対象地区は、河道屈曲の水衝

部にあたり、河岸防御が求められていた地区であった。

このような状況の中、平成５（1993）年2月の洪水により、水衝部

において河床洗掘に伴う水制の流失及び河岸決壊を生じた。これに

対応するため、災害関連緊急事業として、被災箇所の復旧のみでは

なく、再度災害防止を図るための河道特性を十分に踏まえた検討が

実施され、水制による水の流れの制御により、河畔林風景の保全、

多様な河川環境の形成と両立した河川整備が行われている。

子吉川・二十六木地区 多自然型川づくり／工学的手法に基づく水制工による河岸防御
【デザイン的特徴】

①デザイン計画区域及びデザイ

　ン方針の設定

子吉川二十六木地区河岸の防

御及び多自然な河岸のあるべき

姿(工事後数年経過した姿)のイ

メージの想定が行われた。

その結果、「河道内の多様な

流れの創出、コンクリートの無

機質な表情ではなく緑の植生・

多様な動植物・魚介類の生息空

間、背後の山並みに映える河

岸」の醸成というイメージが設

定された。

②河岸防御方式の検討と選定

このイメージの具現化に向

け、多自然型川づくりを選定

し、日本の伝統工法でもある水

制を用いた方式が採択された。

また、子吉川の河岸防御範囲

内に水制を設定し、水制工効果

の発現をシミュレートするた

め、既往洪水を対象に子吉川河

道流況予測を二次元流況解析に

より行っている。

その結果、子吉川の自然の営

力（年最大流量流下時）等によ

る右岸側河岸には流速の遅い箇

所が生じ、細やかな粒径の砂等

の堆積を促し「淀みハビタッ

ト」水域の創成が可能であるこ

とが予測された。

また、この他の水制設置効果と

して、水制先端部（河道中央部）

は流速が速く、深掘となり、水制

域に淵をつくることが可能である

ことも想定されている。

これらの検討を踏まえ、子吉川 ■位置図(出典11-2)

河川編

【設計者】(土木学会デザイン賞作品選集2005より)

叶内栄治 日本建設コンサルタント株式会社、水制工設計、解析 

板垣則昭 村岡建設工業株式会社 施工担当 

建設省東北地方建設局秋田工事事務所（当時）

　全体の設計方針・デザイン調整

　　柴田興益：基本構造の立案 

　  米沢谷誠悦：施工計画立案、施工管理 

　　瀧澤靖明：設計検討

■二十六地区水制工群全景(出典11-1)

　　　　　　　　　　　　　　

二十六木水制工域には、流れの速

いところ、遅いところと流れに変

化を生じさせ、水流の攪拌効果に

より生き物の隠れ家をはじめ、多

様な環境が形成される計画として

取りまとめられた。

③周辺環境の保持

河岸防御工に、多孔質な素材を

用いることにより、動植物・魚貝

類が生息できる水域を醸成すると

ともに、水と緑と背後の山並み

（自然）にとけ込んだ風景を形成

することが志向されている。

0 1km0.5km
N
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【水制が無いケース】

水制

【水制を設置したケース】

【二次元流況解析による検討】    　

二次元流況解析を用い、水制設置前

後の流れの状況を工学的に予測しな

がら設計が展開されている。

平成５年度の検討では、基本的な

水制工の配置・形状の検討がなされ

ている。その結果として、上流水制

工４基（左岸）、下流水制工５基

（右岸）が提案されているが、同時

に、課題として、右岸中間水制工の

可能性を示している（工事範囲とそ

の概要図）。

これを受けた平成６年度の検討で

は、各種ケースの比較検討を行い、

上流水制工３基（左岸）、右岸中間

水制工１基、下流水制工５基（右

岸）を最適案として選定している。

　二次元流況解析による水制設置効果

の予測シミュレーション図の流速分布

をみると、水制工の設置による減勢効

果はあきらかである。水制工設置前で

は、主流線は左岸部に近いものの、内

岸付近の流速は小さく渦の発生も確認

され、土砂堆積の傾向が強いことが見

て取れる。一方、水制設置後では、中

間水制の天端部の流速が増す傾向にあ

り、スムーズな水はね効果が得られる

ことが分かる。

■工事範囲とその概要(出典11-3)

■二次元流況解析による水制設置効果の予測シミュレーション(出典11-4)
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←：2.0m (m/s)
（流速ベクトル単位）

←：2.0m (m/s)
（流速ベクトル単位）
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■施工後3ヶ月経過（1995年6月）(出典11-7)

■施工後1年6ヶ月経過（1996年9月）(出典11-8)

■伝統漁法による漁労風景(出典11-6)

上昇

低下

②漁と釣り場保全の確認

子吉川は川魚の宝庫でもある。

二十六木地区は真冬の風物追い込

み漁が盛んな地区であり、工事後

においても伝統漁が継続して行わ

れている。また、子吉川二十六木

地区には、ウキゴリ、フナ、ウグ

イ、ヨシノボリ、タモロコ類が生

息し、釣り場としても利用され続

けていることが確認されている。

③竣工後の経過

施工後の自然回復に関しては、

定点観測的な写真撮影により順調

に自然が回復しつつあることが分

かる。

第1水制

第2水制

第3水制

第4水制

第5水制
中間水制

上流水制群

【モニタリング調査】

デザイン効果の発現を確認するた

め、工事完了後においても、モニタリ

ング調査が実施されている。

①流況解析結果の検証

水制工設置効果予測と完成後のモニ

タリングを２ヶ年(３洪水後)実施して

いる。

その結果、水制前面が洗掘され、

水制付根部は、堆砂域になっている

ことが測定され、流況解析で予想さ

れた結果と近似していることが確認

されている。

 下流側水制付近の河床変動

・左岸砂洲域の堆砂は、防止   

　 されている。

・第３～第４水制にかけては、

　 洗掘域となっている。

・中間水制前面から主流線の      

　 流下方向（河道中央）は、 

　 洗掘域となり、下流での水 

　 衝部分となる第１～第３水

  制前面も洗掘域のままとな

  っている。

・中間水制前面から新二十六

  橋直下流部までの区間のう

　ち左岸付近は堆砂域となっ

　ている。

 上流側水制付近の河床変動

・水制前面部の洗掘は大きく  

　 なく、第２、第３水制前面 

　 に部分的に洗掘が認められ

　る。

・河道中央部の澪筋は、上流

　へと変化している。

・掘削域の面的な大きさでは、

　 右岸部の方が大きくなって

　いる。

新二十六橋

■洪水による河床変動(出典11-5)

　H7.7.25～第３回洪水 H7.11.1までの結果
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■護岸部標準断面図(出典11-10)

■水制工構造図（平面・断面）(出典11-9)

【施工時の配慮】

河岸の柳群の保護のため、ブ

ロック等の設置には大型クレー

ンを用いて柳の木越しに設置を

行っている。

また、その他の水制工施工は

仮締切工等を不必要な巻出し工

法を採用し、植生・魚介類への

配慮を加えながら施工を行って

いる。

■根固めブロックの施工状況(出典11-11)

【水制の構造】

　水制長は、低水路幅の15％に設定。

水制の河川縦断方向の間隔は水制長の

２倍に設定。水制先端の高さは東北地

方における水制の実態調査を反映し、

平均低水位（MLWL）＋1.0ｍとし、河岸

に向けて緩やかな勾配をもたせてい

る。天端幅は4.0m、法面勾配1.5割、最

下部を根固めブロックとし、その上に

捨石工(1.7m)、さらにその上部に岩砕

(30cm)の３層構造としている。

施工延長は全体で224.5ｍであり、合

計９基の水制を設置している。また、

水制の設置に伴い対岸の掘削工事をあ

わせて実施している。
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【生み出された良好な河川風景】

　子吉川二十六地区の現在は良好な河川風景を呈している。もちろん、

良好な風景を造り出そうという設計者の強い思いの結果である。しかし

それは、いわゆる風景をデザインしようとした結果ではないと見ること

ができる。設計者が考えたのは、通常のコンクリート護岸によって河岸

を固めて護るのではなく、水制工という河川工作物によってを流れを制

御することによって河岸を護るということである。良好な河川風景はそ

の結果として生み出されたものである。それは、自由を与えられた川の

流れが自ら造り出した風景ということもできる。実際、設計者はそうな

ることを望み、いわゆる風景デザインのための手立てはあえて何も施し

ていない。川の流れにできるだけ自由を与えることで、川自らの有する

風景創出の力を引き出す。風景を造り出すという設計者の作為の呪縛か

ら解き放された川の風景。川のデザインにおいて、参考にすべき点がこ

こにある。
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和泉川・東山の水辺と関ヶ原の水辺／川を中心とした地形空間構造の継承・再生

【沿革・経緯】

和泉川は横浜市の西部（相模原台地）に位置し、瀬谷・泉の両区

を南下し境川に合流する小河川である。整備前の和泉川は矢板護岸

で覆われた貧弱な様相を呈する川であり、まちと川との結びつきも

殆んど無かった。しかし、都市化の著しい横浜市の中にあって、川

底低地を取り囲む台地崖線には斜面林が連続する風景が残る地区で

もあった。このような川に対して、当時の横浜市の河川担当者が新

しい川づくりを志向し、和泉川の川づくりがはじまったのである。

昭和62（1987）年　和泉川環境整備基本計画（案）の策定

平成元（1989）年　ふるさとの川モデル河川の指定

平成２（1990）年　和泉川水辺空間整備計画

平成８（1996）年　「東山の水辺」整備完了

平成９（1997）年　「関ヶ原の水辺」整備完了

【デザイン的特徴】

東山の水辺、関ヶ原の水辺の整備のもととなっているのは、

「和泉川環境整備基本計画（案）」（横浜市：1988.3）である。

この計画では、通常の河川環境整備計画が、河川敷地内の「環境

配慮」にとどまっているのに対し、川と沿川地域とを一体的に捉

え、河川の環境、景観を捉えることを強く志向している。

このような先進的な考え方に基づき、横浜市では、個々の河川

づくりにおいても優れた河川整備を実現してきた。東山の水辺、

関ヶ原の水辺のデザインは、この集大成として位置づけることが

できる。

しかし、具体のデザインに着手した段階での両水辺の現状には

大きな課題があった。東山の水辺のエリアの下流側では、既に護

岸が施工されていた。また、和泉川を特徴付けている左岸斜面林

は民有林であった。このような現状に対し、東山の水辺では、右

岸の住宅地と左岸斜面林（民有林）との間の土地を全て取得し、

広がりのある水辺空間の創出を行っている。

一方、関ヶ原の水辺においても直線的な改修計画が定められて

おり、右岸側の護岸は既に完成、下流側の区間では両岸とも護岸

が完成していた状況であった。

このような状況の中で、河川デザインにあたっては、横浜市の

複数の分野に所属する職員と専門家が参加するデザインワークシ

ョップを行い、それぞれの視点から整備コンセプトを提案討論す

るという方法をとっている。

ちなみに、東山、関ヶ原の名前は、所在地の宮沢町の字名に由

来している。

【主な諸元】

和泉川

　流域面積：11.5k㎡

　流路延長：約11km

所在地：神奈川県横浜市瀬谷区宮沢

事業者：横浜市下水道局河川設計課

管理者：横浜市

東山の水辺

　区間延長：約540ｍ

　面積：約３ha

関ヶ原の水辺

　区間延長：約260ｍ

　面積：約１ha

■デザイン目標

・東山の水辺：谷戸の空間構造の再

生、暮らしの中の水辺空間

　和泉川の景観特性は、台地を刻

んだ谷戸の空間構造にあり、左岸

に連続する台地崖線の樹林がこの

エリアの景観を特徴付けている。

谷戸の空間構造を継承再生し、川

と斜面林とが一体となった谷戸の

生活空間を創出することをランド

スケープデザインの基本とする。

・関ヶ原の水辺：谷戸の原風景、
生き物のにぎわい、多様な水辺

　当該エリアは、左岸の斜面林と

右岸の農地、農家のたたずまいな

ど全体的に農村的な景観をとどめ

ている。台地崖線の斜面林は、ク

ヌギ・コナラ林、スギ・ヒノキ・

サワラ林、竹林など多様な構成に

なっている。自然度の高い水辺空

間とすることをデザイン目標とす

る。

【設計者】(土木学会デザイン賞作品選集2005より)
 吉村伸一 横浜市下水道局河川計画課（当時）
　・環境整備計画に関するコンセプト形成（川・まちづくり計画）
橋本忠美 株式会社農村・都市計画研究所（当時） 
　・和泉川環境整備基本計画及びふるさとの川整備事業計画の検討
　・水辺空間整備のコンセプト提案、ディティール設計、植栽設計
　・東山ふれあい橋（木橋）のデザイン検討 
松井正澄 株式会社アトリエトド 
　・東山の水辺の詳細計画

せ き が は ら

せ や

さかい

ひがしやまいずみ

■位置図(出典12-2)

河川編

■東山の水辺全景(出典12-1)

0 500m250m
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川辺の道

植生ロール

C-C断面図

低水路

コブシ

小水路

小橋 生垣
広場

蛇篭

H.W.L

■既存の護岸は矢板が剥き出しで、改修計画もきわめて直線的なものであったが、
左岸の斜面林との間の土地を全て取得することで広がりのある水辺空間を確保して
いる。
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■全体計画平面図（東山の水辺）(出典12-3)

■断面図（東山の水辺）(出典12-4) ■東山の水辺(出典12-6)

河川編

■整備前の状況(出典12-5)
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■直線的な改修計画のもと、一部では既に護岸が完成していたが、流路位置の付け
替えや植樹、隠し護岸などにより自然性豊かな水辺空間を創出している。

コナラ・クヌギの斜面林

ウツギ
ヤナギ ヤナギ

ヤナギ

クヌギ

低水路
H.W.L

淀み
中州

畑

玉石 玉石

湧水路

ウメモドキ

移植サクラ

A-A断面図

川辺の道
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■全体計画平面図（関ヶ原の水辺）(出典12-7)

■断面図（関ヶ原の水辺）(出典12-8) ■関ヶ原の水辺(出典12-10)

■整備前の状況(出典12-9)

河川編
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【地形空間構造に基づく丁寧なラン

ドスケープデザイン】

谷底低地という和泉川の地形空間

構造は、斜面樹林との関係だけでな

く、和泉川のランドスケープデザイ

ンの検討に当たっても基本となって

いる。流路の配置にあたっても、平

面的には斜面林の地形に沿う形を基

本に、斜面林部の等高線を水辺の河

岸処理に展開することで流路の位置

を決定し、まさに地形空間構造と一

体的な空間構造としている。そのた

め、デザイン検討については、20㎝

コンターの1/200～1/500の地形模型

を作成し、横浜市の複数の分野に所

属する職員と専門家が参加するデザ

インワークショップを行い、空間構

造を確認しつつ設計作業を進めてい

る。しかし、このような等高線に基

づく施工については、一般の土木施

工者は慣れていないため、施工高を

細かなピッチで表示するなどの配慮

を行った上で、現地確認を行いなが

ら施工を進め、質の高い空間デザイ

ンを実現している。

【川からのまちづくり計画】

和泉川のデザインの基本になっ

ているのは「和泉川環境整備計画

(案)」(1988.3)である。

通常の河川環境整備計画が河川

敷地内の環境配慮となっているこ

とが多いのに対し、「川・まち地

区計画」として構想されている。

地区計画は、水系・景観・歴史・

生活圏等のまとまり(空間単位)を

「川・まち地区」として９地区に

分割し総合化したものであり、ゾ

ーニングとは本質的に異なる。

計画策定にあたっては、流域に

ある11の小学校を対象に「子供の

遊び環境調査ワークショップ(地

図づくり)」(11校400人)と、アン

ケート調査(11校1400人)を実施

し、日常の暮らしの中で川やまち

の環境がどのように使われている

かを把握している。和泉川の水辺

は、絶滅しかけていた川遊びの場

として、子供たちの間に確実に根

付いている。

河川編

【河畔の斜面林との一体化】

和泉川の景観を特徴付けている谷底低地を取囲む台地崖線の斜面林

との関係を考えることが和泉川のデザインのポイントの一つである。

東山の水辺左岸の斜面林については、市街化区域内の民有林である

ことから、市の緑政局（当時）の協力を得、横浜市緑地保全制度（ふ

れあいの樹林制度）を用いて地権者から借地し、市民利用ができるよ

うにしている。

関ヶ原の水辺左岸の斜面林については、河道拡幅と管理用通路整備

のため斜面林を削る計画となっていた。ここでも様々な観点からの検

討の結果、護岸による斜面林と水辺との分断を避けることから、斜面

林に沿って流れていた流路を反対側に寄せ、斜面林との境界部に新た

にクヌギ、コナラの植樹を行い、斜面林の自然が水辺空間に滲み出す

ような形で、斜面林と一体的な河川風景の創出を図っている。

■設計図（断面）(出典12-11)

■設計図（平面）(出典12-12)

■デザインWSの状況(出典12-13) ■完成した橋詰部の整備空間(出典12-14)

■子供たちの川遊びの場となっている和泉川
　　　　　　　　　　　　　　　(出典12-15)

　等高線表示に基づくことから設計図では細かな
ピッチで施工高を示している。
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